
　

特別広報企画

TARGET2020シンポジウム　～東京から日本が変わる、そして世界へ～ 

査の専門教育を受けた建築士等によ

る改良工事現場の検査④定期的な点

検・報告を受けることができる業界

最長の補償制度――この4つの利点

を一貫して、お客様であるビルダー

様に提供するものだ。この2月には、

この一貫サービスと業界最長20年の

長期補償が高い評価を受け、日経BP

社の「日経アーキテクチュア・日経

ホームビルダー主催ECHO CITY製品

大賞2013 特別賞」を受賞した。

「グラウンド・プロ」を共同で開発
　

　この「地盤安心住宅®システム」で

信頼性の高さを打ち出す地盤調査を

担うのが、JIS規格準拠の試験機とし

　住宅地盤業界が抱える最も大きな

問題は、地盤調査の会社と改良工事

の会社が多くの場合は同じという点

だ。これでは、過剰な改良工事につ

ながりかねず、調査結果は客観的な

説得力を持てない。

　地盤ネットでは、地盤調査と改良

工 事 の 間 に し っ か り フ ァ イ ヤ ー

ウォールを設け、調査と工事を分け

てそれぞれ別個にサービス展開を

行ってきた。それが、基本理念である。

　こうした基本理念の下に開発し

たのが、「地盤安心住宅®システム」

である。①信頼性の高い地盤調査②

関係法令や指針、全国の地盤データ

に基づく高度解析③地盤改良工事検

住宅地盤の適正な解析に向け
独自開発「グラウンド・プロ」を投入
2008年6月の会社設立以来一貫して、「地盤の見える化」をコンセプトに商品を開発
してきた地盤ネット。「見える化」を「調査」「解析」「改良」「補償」という４つのステップ
で徹底することによって、住宅地盤の安全・安心を確保する。また、地盤調査の信頼
性の確保を担うために、「グラウンド・プロ」を投入する。B to Bのビジネス展開に加え、
今後は消費者向けサービスの提供にも力を入れていく。
地盤ネット株式会社　
代表取締役

山本 強氏

て当社が開発した半自動スウェーデ

ン式サウンディング試験機「グラウン

ド・プロ」である。地盤調査・解析の

専門会社が調査に用いる試験機まで

開発することは、これまでに例がな

いことだ。

　開発の背景には、地盤調査の手法

や機械が標準化されていないため、

調査によってその結果にバラツキが

生じ、それが改良工事の要・不要を

判断する段階で適正な解析を妨げて

いる、という問題がある。

　最大の特徴は、手動式と同じよう

におもりによる荷重方式を採用する

ことで、それと同等の精度の高さを確

保した点だ。その一方でロッドの回

転や引き抜きは自動式を採用し、鉛

直性や調査結果の均質性を確保する

とともに、女性一人で操作できるま

で作業の軽減化を図った。その結果、

調査効率が上がり、調査機1台で1日

に3、4件の調査実施が可能になった。

　また、土壌サンプラーを装着する

ことで、液状化調査に必要な土の採

取により正確な土質の判定を可能に

した。通常、SWSでは土は採取しな

いので土質までは判定できないが、

それが可能になることで、当社で液

状化の可能性を判定するサービスと

して提供している「地盤液状化スク

リーニングレポート」と併せて液状化

判定を行うことで、液状化発生の可

能性について検討することができる。

　国土交通省では住宅性能表示制度

見直しの一環として、性能評価書の

特記事項として液状化に関する情報

を記載するよう改める方針を固めた。

そこでは、地盤調査としてSWSによ

る土の採取も想定している。今後、

土の採取による液状化判定のサービ

ス提供を積極的に展開していきたい。

　全国約１万5000件の住宅地盤で

「グラウンド・プロ」を用いて地盤調

査を実施し、その結果をもとに第三

者の目で解析したところ、全体の

86％で「改良工事不要」との判定が下

された（昨年12月31日現在）。現在

は全国ですでに約100台が稼動して

いる「グラウンド・プロ」をさらに普

及させていきたい。

「スマート地盤システム」でIT化

　今年からはシステム開発にも力を

入れている。その一つが、「スマート

地盤システム」である。これは、お

客様である工務店、ビルダーが当社

で実施する地盤調査をリアルタイム

に予約できる機能を搭載したものだ。

これまでは、調査依頼から日程確定

までタイムラグが生じる例があり、

この改善と効率化を目指し開発に着

手した。工務店、ビルダーはこのシ

ステムを通じ、「地盤安心住宅®シス

テム」のお申し込み、調査予約から、

証明書等のファイルダウンロード、

物件の進捗管理・確認まで一元で行

うことができる。

　当社では、創業以来、B to Bのビジ

ネス展開を図ってきたが、最近は消費

者からの問い合わせも増えてきたこ

とから、B to Cのビジネス展開も加速

させていく。昨年12月に放映を開始

したTV CMを、本年4月以降、本格的

に放映するのは、そのための戦略だ。

　無料相談や情報提供にもすでに取

り組んでいる。住まいの情報拠点で

あるハウスクエア横浜には昨年5月、

住宅地盤の無料相談窓口を開設し

た。住宅地盤は一般消費者には分か

りにくいものであり、日経BP社との

連携で住宅地盤を一から学べる冊子

「住宅地盤」をすでに昨年8月に制作

し、工務店、ビルダーおよび消費者

に向けて、5万部配布している。

　住宅地盤の良し悪しを消費者が見

定めるのに役立つ地図には、旧版地

形図、地形分類図などさまざまな種

類のものがある。ところが、確認し

たい場所を地図上で特定するのは難

しい。そこで、これらの情報を一元

化したうえで、確認したい場所を簡

単に特定できるようにした「地盤安

心マップ」を開発、リリースする。ま

た、既存住宅補償などの新サービス

も投入していく。

　住宅品質確保促進法の施行以降、

「住宅地盤」は重要なキーワードであ

る。地盤調査・解析会社としては、

研究開発、告知活動、システム開発

を通じ、今後ともその安全・安心の

確保に努めていきたい。

地盤ネット株式会社
〒 103-0027 東京都中央区日本橋 1-7-9 
ダヴィンチ日本橋 179 ビル 6F
TEL : 03-6265-1803

http://jibannet.co.jp

●B to Cのビジネスを加速

JIS規格準拠の半自動スウェーデン式サウンディング試験機
グラウンド・プロは人間の動作に近く、自然荷重の状態を再現すること
で、手動式と同等の高精度な調査が可能で、軟弱地盤に対して適切な評価
ができる。〈段階載荷貫入試験（自沈層の計測)〉

ロッド貫入の鉛直性を確保、回転の自動化により
調査結果の均質性が向上
自然荷重の状態を再現した、おもりの自重を加えた回転式であり、労力の
大きなロッドの回転作業のみ自動式だ。また、手動式では難しい鉛直性を
確保し、調査結果の品質が追究され信頼性の高い試験機となっている。
〈一定荷重回転貫入試験（非自沈層の計測)〉

地盤に精通した人材（地盤インスペクター®、
グラウンド・プロマスター）
グラウンド・プロによる地盤調査は、地盤に精通した人
材（地盤インスペクター®、グラウンド・プロマスター）
が調査を行う相乗効果で、我が国最高水準の地盤調査
を提供し、安全安心の住宅サポートを提供する。

POINT
1

POINT
2

グラウンド・プロは「手動式と同じ原理である半自動式の試験機」と、人材の違いで最高水準の地盤調査を提供する

●地盤調査の信頼性を提唱する「グラウンド・プロ」

タブレットやPCから、地盤調査予約に24h365日対応できるシステム。調査デー
タのダウンロードや各種申込みに対応し、スピーディーな物件管理を実現

タレントの橋本環奈さんを起用し、
消費者向けのPRを展開

日経アーキテクチュア・日経ホームビルダー主催
ECHO CITY製品大賞2013 特別賞

特別賞
建材・設備メーカーから
応募された製品を対象に
審査委員会により選出

2014年2月発表

地盤ネット「地盤安心住宅®システム」が
ECHO CITY製品大賞2013 特別賞を受賞!

●スピーディな受発注を実現するスマート地盤システム
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